
県社保協・国民大運動実行委員会
2021年度自治体キャラバン報告

注目の回答を中心に―

2022年３月１６日



はじめに 概要

今日は、毎年、地域の国民運動実行
委員会と県社保協（社会保障推進
協議会）で行っている「自治体キャ
ラバン」の2021年度の状況を報告
する場



キャラバン【caravan】

① 砂漠を隊を組んで行く商人の集団。隊商。

② ある目的のために、隊を組んで遠征したり各
地を回ること。また、その集団。 「観光－」 「 －
を組む」

③ 商品の販売・宣伝のため、各地を回ること。



四半世紀前からスタート
鳥取県内では、１９９６年ごろに始まった。

市町村が３９個あった時代

国民運動実行委員会」と、ご一緒に

▶︎正式名称「軍事費削って、くらしと福祉・教育
の充実を」国民大運動実行委員会



何をしているか？①

ざっくりいえば、

県内の市町村へ、くらしや福
祉に関わるサービスや施策

についての「要請書」を出
し―



何をしているか？②

首長はじめ、自治体職員と
対面して、要望について

話しあう

（直談判？）



他県の自治体
が行っている
良い施策を、
鳥取県内の自
治体に知らせ
ることも行っ
ている



懇談済・回答書あり：鳥取市、若桜町、智頭町／米子市、
境港市、日吉津村
懇談済・回答書なし：三朝町、 琴浦町／江府町、大山町
文書回答のみ：八頭町、倉吉市、南部町

文書回答予定（到着待ち）：岩美町、湯梨浜町、北栄町、日南町、日野町
懇談拒否＝伯耆町

2021年度の進捗―
3月15日現在、１９市町村中１３カ所とやりとりできた



今年度の要請項目は大きく８つ

１.医療について

２.介護保障・高齢者支援について

３.税の徴収、滞納問題への対応等について

４.生活保護制度など低所得者施策について

５.子育て・進学支援などについて

６.商工施策

７.マイナンバーカードについて

８.その他、国に対して、意見・要望してほしいこと

これに、市町村独自の要望項目が加わる場合もあります



今回は、
医療／高齢者施策／

子育て支援の要望に対して、
市町村がどんなリアクションをし
たか―を中心に報告します



１．医療について
要望は１１項目でした

（国民健康保険制度について） 要望５点

（無料低額診療事業・低所得者向け

負担軽減の手立てについて） 要望３点

（地域医療について） 要望３点



とどのつまり、訴えたいのは、
「必要な時に、必要な医療にかかれ
るようにしようよ！」

―ということ

（国民健康保険制度について） 要望５点

（無料低額診療事業・低所得者向け

負担軽減の手立てについて） 要望３点

（地域医療について） 要望３点



病院に行けない…２２％（50人）
→理由 「感染が不安」 ５０％

「支払いが不安」５２％

感染不安より窓口負担金の心配
が、受診抑制となっている

とくにコロナ禍の今、民医連の困りごとアンケート
でも、受診抑制の傾向がみられる



では、回答の特徴をみていきましょう

まず国民健康保険に関する要望

➔加入者の保険料の負担が他の医療保険の倍！
その上、保険料を滞納するとペナルティーが。正規の保険証が
取り上げられて、短期証（有効期限が短い）や資格証明書（窓
口負担１００％。実質の無保険状態）になることがある。自治体
によっては健診が受けられなかったり、限度額認定証が発行
されなかったりする。

➔その結果、受診抑制となり、最悪は手遅れ死亡
事例が全国的に起きている









無料低額診療事業に関する要望

①保険薬局では同事業が行えない法律なので、
自治体独自の無料低額診療利用者の薬代助成制
度をつくってほしい

②公立病院でも、低所得者向けの負担低減の制度の検討を
③上の件の検討の参考に、無料低額診療制度を利用している住
民の数や、その薬代負担の額などを自治体でつかんでほしい



注目は―鳥取市

キャラバン後、担当者が聴き取り
に来た！
担当者のコメント

「予算化するならどれくらい必要か詳細をき
かせてほしい」
「毎年要望があったのに、検討さえできてい
なかったのはよくない…」



注目は―鳥取市
自治体独自の無料低額診療利用者の薬代助成制度
をつくってほしい

毎年、さまざまな資料を出しながら要望していた。
口腔崩壊のスライドをみせたり、手遅れ死亡の症例を報告
したり（県内では調査開始以降15年間で26人亡くなって
いる）。
今回は、薬代が無料中断のDM患者の事例と主治医の手紙、
助成実施に必要とおもわれる額（５０～６０万円）



その後の報告はまだないが、
毎度おなじみの反応（行いません）
が、
変わってきたことには意味がある



２．介護保障・高齢者支援
について

要望は６項目でした

介護保険制度について ３点

コロナの影響を受けている事業所の支援

高齢者支援、地域の足の確保

補聴器購入の補助 各１点



回答の特徴をみるのは、

2021年８月から見直された
補足給付の見直し＝利用者負
担増に関する要望部分

貴自治体内で影響を受けた（負担増になった）
住民の人数と負担増の総額を教えてください



境港市…負担が上がった人は、３１４人中１５２人。
そのうち施設入所者は７４人で、負担増は１人あた
り２２，０１０円。

南部町…（負担増の）影響人数は５９名、利用状況によっ
て負担限度額の差額分が負担増となる

倉吉市…預貯金要件の見直しでは、３１人、１月あたり総
額７６８，０８７円増。
食費の負担限度額の見直しでは、１２８人、１日当
たり７８，７００円増の影響

北栄町…施設入所利用者で２３名、１日あたり総
計１６，３３０円の増となった。



鳥取市…食費に影響のあった方は、特別養護老人ホーム当施設入

所者５６８人（令和３年８月時点）、ショートステイ利用者１３５

人（令和３年６月実績より）。預貯金要件の見直しにより介護

保険負担限度額に影響があった方は、８１人。影響額は、施

設入所の場合、最大で月２２，０００円年額で２６４，０００円

程度の負担増。

智頭町…影響を受けた人数は、施設利用者で３８人、ショートス

ティ利用者で４４人 計８２人。影響金額は、９２５，８６０円

若桜町…食費の負担限度額が変わったのは４８人。また、介護保

険法の改正により捕捉給付の対象外となったのは６人



注目の回答は―

◦米子市からの回答

「市独自で調査する考えはない」。

自治体は、国の進める低保障・高負担政策に苦しむ住民に寄
り添う姿勢が求められ、調査さえしないとの姿勢は問題では
ないでしょうか。



２．介護保障・高齢者支援について

補聴器購入の補助を行って下さい

…そもそも難聴は⇒認知症の悪化を引き起こす

（専門家の指摘）

…この間、各地の自治体で、補助制度が新設さ

れてきたが、鳥取県は実施ゼロ県



注目の回答は―補聴器の購入への助成

大山町…加齢性難聴者を対象に、補聴器購入
助成を2022年度予算に盛り込む。

日吉津村…高齢者の補聴器助成の必要性を検
証し、障害福祉サービスとの兼ね合いを考慮
し検討する。



その後…

実現！！



さらに、
湯梨浜町
でも！



５．子育て・進学支援
などについて
要望は６項目でした

子育て支援 …２点

生理の貧困（新たな項目） …１点

保育分野 …２点

奨学金制度など進学する若者支援…１点



総評！



<生理の貧困>

◦県内で唯一、小中学校のトイレに配備
している琴浦町



<学校給食>
全員に全額補助している智頭町、4月からの大山
町。2分の１は若桜町だが、全額補助に踏み切っ
てほしい。４市の中で就学援助家庭に全額補助
している境港市はそれなりに評価できる。日吉
津村は就学援助の収入基準例を上げているので
わかりやすい。（HP）今後、いろんな材料費が
値上がりすると思われるので、家庭に上乗せし
ないように求めないといけない



<こども医療費>

◦ 単独で上乗せして一分負担金をなくす
のはむつかしそう。どの市町村も横並
びを感じるが、必要性がまったくない
という回答でもないと感じる。



<保育士、学童支援員への慰労金＞

◦いろいろな業種がコロナへの対応を迫られてい
て、特段に保育士、学童支援委員が大変という
認識にないという回答がすべての市町村であっ
たと思う。第6波では、保育現場がとりわけ大
変なので

◦今後の課題だと思う。



その他、実現したこと

米価が暴落したコメ農家への支援

鳥取市、岩美町など



追加情報。

◦要請への姿勢が「問題外」な町

県下の市町村で、唯一懇談を拒否

伯耆町…(´；ω；`)ｳｩｩ



２０２２年もキャラバンはつづく―


